
 

オキナワハイネズ ヒノキ科 Juniperus taxifolia 在来種 
別名  方言名 ヒッチャシ、ピケース、ハママチ、フィッチェーシ 
生育型 地被類 常緑針葉 繁殖 実生、挿木、取木 

 
分布 日本（トカラ列島、伊豆半島南部、伊豆七島、奄美以南） 
見た目の特徴 
匍匐性の低木。 

用途 
地被、添景樹 

植栽・管理のポイント 
・耐潮風性が強い。 
・海岸地域の植栽に適する。 
・土壌は特に選ばないが、酸性土壌を好む。 
・日当たりの良く排水の良い場所を好む。 
・乾燥に強く、湿地には適さない。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】ガ類：ミノムシ類、その他：カイガラムシ類 

 
盆栽として利用される。 
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ギョウギシバ イネ科 Cynodon dactylon 在来種 
別名  方言名 アシジラー、アシジリ 
生育型 地被類 多年草 繁殖 株分、実生 

 
分布 世界の暖地、日本各地 
見た目の特徴 
茎は匍匐性、節部から根を出して広がる。
茎は直立し花穂を付ける。 

用途 
地被 

植栽・管理のポイント 
・適宜刈込みが必要。 
・踏み付けに非常に強い。 
食樹・食草として利用する動物  

 
 

家畜飼料として利用される。 
横走する茎から規則正しく花穂を出すことから、ギョウギシバ（行儀芝）と名付けられたと言
われている。シバと名付けられているが、イネ科の植物である。 
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クロイワザサ イネ科 Thuarea involuta 在来種 
別名  方言名 ハマガキナ、スナザサ 
生育型 地被類 多年草 繁殖 株分、実生 

 
分布 台湾、南中国、旧熱帯地方、日本（トカラ列島以南） 
見た目の特徴 
匍匐性の茎で、節部から根を出して広

る。白色の小花を櫛状に咲かせる。 

用途 
地被 

植栽・管理のポイント 
・踏圧には弱い。 
食樹・食草として利用する動物  
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コウシュンシバ イネ科 Zoysia matrella 在来種 
別名 ハリシバ 方言名 アシジリ、ハマアシジリ 
生育型 地被類 多年草 繁殖 実生、株分 

 
分布 台湾、熱帯アジア、インド洋沿岸、オーストラリア、九州（南部）、小笠原諸島、奄美
以南 
見た目の特徴 
葉が細く緻密に地表面に覆う。 

用途 
地被 

植栽・管理のポイント 
・芝張りは春、秋が適期で、芝張り後は砂で目土を行い転圧する。 
・適宜刈込みが必要。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】ガ類：ハスモンヨトウ、甲虫類：リュウキュウドウガネ 

 
類似種にコウライシバ Zoysia pacifica があり、コウシュンシバ Zoysia matrella の流通名がコ
ウライシバとなっている場合があり、紛らわしい。 
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イヌシバ イネ科 Stenotaphrum secundatum 外来種 
別名 セントオーガスチングラス、アメリカシバ 方言名  
生育型 地被類 多年草 繁殖 挿木 

 
分布 アメリカ南部、熱帯アメリカ 
見た目の特徴 
地表面を這う強健な芝。 

用途 
地被 

植栽・管理のポイント 
・コウライシバに比べ、耐陰性があり樹木下でも植栽可能である。 

4 8 回の刈込みが必要である。 
・耐乾性が強い。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チョウ類：チャバネセセリ 

 
芝生の材料として導入された。日陰でも育つため、公園等に多く植栽されている。 
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ツルメヒシバ イネ科 Axonopus compressus 外来種 
別名  方言名  
生育型 地被類 多年草 繁殖 株分 

 
分布 中南米 
見た目の特徴 
柔らかさが感じられる広い葉。 

用途 
地被 

植栽・管理のポイント 
・日当たりが良く排水の良い場所を好む。 
・耐陰性があり、踏圧にも強い。 
・病害虫の被害は少ない。 
食樹・食草として利用する動物  

 
 

海外では、果樹園等のプランテーションにて下草を生やさないように植えられていたと言われ
ている。また牧草としても利用されている。 
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アマミヅタ ブドウ科 Parthenocissus heterophylla 在来種 
別名 ウッドバイン、キヅタ 方言名 キレルカヅラ 
生育型 つる性種 半落葉広葉樹 繁殖 実生、挿木 

 
分布 台湾、南中国、インドシナ、マレーシア、奄美大島以南 
見た目の特徴 
茎ひげの先端に吸盤を持つ。葉は濃緑色。
秋には紅葉する。 

用途 
壁面、地被 

植栽・管理のポイント 
 

・挿木より実生で繁殖し、肥培した方が良く生育する。 
・冬季の落葉期に剪定を行って、樹勢を調整する。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】ガ類：スズメガ類 

 
コンクリート建築の壁面緑化、石垣などの緑化に好適である。 
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オオイタビ クワ科 Ficus pumila 在来種 
別名  方言名 イシマキ、チタ、トンプイ、イシバーキ 
生育型 つる性種 常緑広葉樹 繁殖 実生、挿木、取木 

 
分布 南朝鮮、台湾、中国、本州中南部以南 
見た目の特徴 
枝から気根を出し、葉は厚く光沢ある。果
実は楕円形もしくは球形。 

用途 
壁面 

植栽・管理のポイント 
・比較的日当たりの良い場所を好むが、半日陰にも耐える。 
・海岸地域からやや内陸部の植栽に適する。 
・ガジュマルと同様の病虫害が見られる。 
・腐植質の多い排水の良い土壌を好む。 
食樹・食草として利用する動物  
【哺乳類】オリイオオコウモリが果実を採餌 
【昆虫類】チョウ類：イシガケチョウ、ツマムラサキマダラ、ガ類：ホシヒトリモドキ 

 
茎葉は家畜の飼料として利用される。 
コンクリート建築の壁面緑化、石垣などの緑化に好適である。 
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コウシュンカズラ キントラノオ科 Tristellateia australasiae 在来種 
別名  方言名  
生育型 つる性種 常緑広葉樹 繁殖 挿木、実生 

 
分布 台湾、ニューカレドニア、沖縄本島以南 
見た目の特徴 

。 
用途 
バーゴラ、フェンス、生垣 

植栽・管理のポイント 
・耐潮性、乾燥・過湿にも強く環境適応力に優れる。 
・土壌は特に選ばない。 
・日当たりが良く排水の良い場所を好む。 
・剪定は込み合った枝を除去する。 
・病害虫の被害はほとんどない。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チョウ類：タイワンアオバセセリ、ヤクシマルリシジミ 

 
和名のコウシュンカズラは、台湾の最南端の地名「恒春」に因んでいると言われている。 
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サクララン ガガイモ科 Hoya carnosa 在来種 
別名  方言名 カミサシバナ 
生育型 つる性種 常緑広葉樹  繁殖 挿木 

 
分布 台湾、南中国、鹿児島南部以南 
見た目の特徴 

から根を出す。葉は多肉質で楕円形。花は
白色で中心部は紅色、球状に多数咲く。 

用途 
壁面、バーゴラ、フェンス 

植栽・管理のポイント 
・日当たりの良いところを好むが、直射日光が当たるところは避けて植栽する。 
・排水の良い場所に植栽する。 
・風通しが悪いとカイガラムシが発生することがある。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チョウ類：アサギマダラ、その他：カイガラムシ類 

 
和名は、花の色がサクラに似て、葉がランに似ていることから名付けられた。 
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ハマニンドウ スイカズラ科 Lonicera affinis 在来種 
別名 イヌニンドウ 方言名 チンヂンソー 
生育型 つる性種 常緑広葉樹 繁殖 挿木 

 
分布 中国、紀伊半島以南 
見た目の特徴 

に変化する。 

用途 
フェンス、地被、防潮、バーゴラ 

植栽・管理のポイント 
・日当たりが良く排水の良い場所を好む。 

 
・病害虫の被害は少ない。 
食樹・食草として利用する動物  

 
 

薬用として利用される。 
和名は、海岸に生える忍冬（スイカズラ）の意味である。 

 

  

出典：沖縄植物野外活用図鑑 
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ホウライカガミ キョウチクトウ科 Parsonsia alboflavescens 在来種 
別名  方言名  
生育型 つる性種 常緑広葉樹 繁殖 挿木 

 
分布 台湾、南中国、インド、マレーシア、喜界島以南 
見た目の特徴 
茎
面はやや光沢がある。花は帯緑白色をした
小さな花を咲かせる。 

用途 
フェンス、バーゴラ 

植栽・管理のポイント 
・海岸地域の植栽に適する。 
・石灰岩土壌を好む。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チョウ類：オオゴマダラ、ツマムラサキマダラ 

 
キョウチクトウ科で毒性があり、汁に触れた場合は目や口に入らないように、すぐに洗い流す。  
オオゴマダラの食草として、単一種で公園などに植栽される事例が多い。様々な地域で植栽さ
れることで、本来のホウライカガミの生育環境（海岸部）とは異なる内陸部で、オオゴマダラ
が見られるようになった。 
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リュウキュウテイカカズラ キョウチクトウ科 Trachelospermum asiaticum 在来種 
別名 チョウセンテイカカヅラ 方言名 ウクヮンシンカンダ 
生育型 つる性種 常緑広葉樹 繁殖 挿木 

 
分布 東アジア、北米、本州以南 
見た目の特徴 
力強く伸びる枝が密生し、芳香の花が咲く。 

用途 
地被、バーゴラ 

植栽・管理のポイント 
・土壌は特に選ばず、栽培は極めて容易である。 
・日当たりの良い場所を好むが、耐陰性もある。 
・剪定は伸びすぎたツルを切る程度でよい。 
・病害虫の被害は少ない。 
食樹・食草として利用する動物  
【昆虫類】チョウ類：ツマムラサキマダラ 

 
結索用、観賞用に利用される。 
和名は、藤原定家に因んで名付けられた。 

 

 

出典：沖縄植物野外活用図鑑 
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２）推奨種リスト 
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